
国 語 科 学 習 指 導 案

授業者 :高 橋

1 単 元名   言 葉のきまリー言葉の単位一

2!t単元にっいて

(1)単 元の位置付け                            、

いる日本語」の中から文法事項 (言語として
段使っている日本語」の構成についてあらた

|とk雪 とtゑ 準じ督箸管重急書夏暴薇訂撃
ュ言芝章欝轡望畳唇昌昌暑督畳号宮容舎審魯事項となると書手とする生徒が多く見られi

!いった感がある。、書手であり、定着が容易
｀

(2)本 時の題材について

3・ 生徒にっいて       ´

ま擢景湊轟尋寮不危蟹雪準子學響史嵩験丁畠
るが、やや積極性に欠ける部分が気になる。

1みにムラが見られることがある。!国
語の力としては、読み取ることや考えることは苦手ではないが、自分の考えをまとめ

て話したり、根拠を明らかにして説明するこ
であるが、1公の場で話をする時には、うまく
き手に助けられながら自分の考えを伝える場
言葉を省略して話したり、語句の間違った標
すJ と ャ▼う指導を心がけているが、なかな|

表奪讐看寮ぢ雇鰭導尋傘楓雪是長岳
の根拠について、しっかりと相手に伝わる話し方で発1
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3 指 導目標と本単元の全体計画および評価計画

単元名 言 葉のきまり (8時 間扱い)

目

標

①足会議挙塁認し貧唇督壕署沓こ慕ネと盲段あたりまえに使って
いる日本語の文法

う。 <関 心 ・意欲 ・態度>

②自分の考えとその根拠についてしづか りと相手に伝わるように話すことができ、
他の考えをしっかり聞くことができる。 t  <話 す や聞く>

伊 露  が
<言 語に関する知識 ・理解>

各
時
の
目
標

配
当
時
間

学 習 内 容
評価の観点

準規価評

評
価
の
場
面関

出
田

郵
耐 知理

③ 1 文章 ・段落 ・文とはどん
なものであるか理解する

① ① ・日常的に混同して使ってい
る 「文」と 「文章」の文法
的な意味での違いについて
理解できる。

・文章を段落に区切ることが
できる。

ワ・タシート
による作業

発間に対する
!

答え

①
②
③

１

一
本
時

文節の区切り方について
理解し、文節はさらに単
語に区切ることができる
ことを理解する。

①

①

①

ワークシー トに意欲を持っ
て取り組むことができる。
文節の区切り方について、
自分の考えを根拠に基づい
て発表することができる。
文節の区切り方と単語の区
切り方について理解するこ
とができる。

ワータンート
による作業

1発表|

①
③

2 文の中で、主述の関係、
修飾 ・被修飾の関係、接
続の関係、並立の関係、

甲留P関
係について理解

①

○

文の成分の関係について、
日常使つている言葉に目を
向けて考えることができる
文を構成する構成要素どう
しの関係について理解する
ことができる。

ワータシート
による作業

発間に対する
答え

③ 2 自立語と付属語、活用の
ある単語と活用のない単
語を通して単語を分類す

晏香r的
な考え方を理解

① 自立語と付属語、活用のあ

亀号蕃章登隷嵩雰懇嵩璽晶:
を理解することができる。

ワータシート
による作業

発岡に対する
答え

①
③

2 名詞 ざ連体詞 ・副詞 ・接
続詞 ・感動詞の学習を通
して活用のない自立語に
ついて理解することがで
きる。

①

○

・日常使っている言葉の中か
らt活 用のない自立語をさ
がそうとする。

と活用のない自立語の特徴に
ついて理解することができ
る。

ワユタシート
による作業

発表
発間に対する
答え

縁 ユ



4 本 時案

( 1 ) 目標・
暮塞縁寄留望召ふネ撃盲詳解

し、文節がさらに単語に区切ることができること
・自分の考えについてしっかりと相手に伝わるように話すことができる。

(2)展 開

生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 関 観
岡

率
詢 知 留 意 点

課
題
把
握
①
　
５
分

前時の学習を想起する。
本時の課題の1つ めを確認
する。

前時までの学習を想起
させる。
本時の課題の 1つ めを
提示する

① 本時は「文」
に注目する
ことに留意
させる。

「すもももももももものうち。」
「ヤよヤまヤまヤまヤよのひ'こはははぬかない。 」

を区切ってみよう。
この区切 り方に共通することは何だろう？

。

課
題
解
決
①
ｌ５
分

読みやすくするための方法
を考えて、ワークシー トに
書き込む。
ワークシー トの書き込みを
もとに発表する。
「文節」という区切り方に

ついて理解する。

かなを漢字に直さずに
読みやすくする方法を
考えよう。
それぞれの方法を発表
してみよう。
このような区切り方を
「文節」という。

○

○

○

それぞれの
発想を大事
にし、言葉
で説明でき
るよう援助

課
題
把
握
②
５
分

書冨景E啓冒f●■1口こと1.盈監子Ⅲlヵi套言宮言享r“::茎
:1魯景魯:艦患景魯隆魯魯g蟹岳暑警法↓さたち:
:.……ヨロ日食.二口……………………………………………………‐:

○

課
題
解
決
②
ｌ５
分

ワークシー トにさらに細か
く切った区切りを書き込む
考えや根拠をもとに発表す
る。

この文をさらに細かく
区切ってみよう。
なぜそこで区切ること
ができるのか。区切っ
たそれぞれの部分は何
なのか考えて発表しよ
う。
「文節」はさらに 「単

語」に分けられる。
さ
あ

小
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に
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ら
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○

○

①

日常生活や
小学校で学
習した文法
事項を想起
させる。

ま
と
め
５
分

「文節」とは何か 「単語J
とは何かについて再確認す
る。

次時予告を聞く。

「文節Jと 「単語」に
ついて再確認する。

次時予告をする。 ○

○

(3)評 価 ・文を文節と単語に分けることができる。
・自分の考えを他にわかるように伝えることができる。
<基 準A>他 の意見を聞き、自分の考えと比較してさらに自分の考えを深めるこ

とができる。
参縁
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